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全
国
珠
算
研
究
集
会

全
国
珠
算
研
究
集
会

第 61 回

　

毎
年
末
、

京
都
の
清

水
寺
で
発

表
さ
れ
る

そ
の
年
の

世
相
を
表

す
漢
字
、
２
０
２
１
年
は

「
金
」
と
い
う
字
で
あ
っ

た
。
昨
夏
の
東
京
五
輪
で

は
日
本
人
選
手
が
多
数

の
「
金
」
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
。
こ
の
原
稿
を
書
い

て
い
る
２
月
20
日
、
北
京

五
輪
は
全
日
程
を
終
え
、

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
小
林

陵
侑
選
手
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
の
平
野
歩
夢
選
手
、
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
高

木
美
帆
選
手
が
「
金
」

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
銀

６
個
、
銅
９
個
と
冬
季

五
輪
最
多
の
18
個
の
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
冬

の
祭
典
で
も
チ
ー
ム

ジ
ャ
パ
ン
は
大
躍
進
を

遂
げ
、
感
動
を
与
え
て

く
れ
た
。

　

ま
た
、
大
リ
ー
グ
の
大

　

定
刻
の
13
時
45
分
、

工
藤
壽
和
理
事
長
の
挨

拶
に
続
き
、
開
催
担
当

支
部
の
奥
野
宜
孝
兵
庫

県
支
部
長
が
挨
拶
さ
れ

た
。
続
い
て
来
賓
祝
辞

と
し
て
清
元
秀
泰
姫
路

３
月
26
・
27
日
の
両
日
、
第
68
回
全
国
珠
算
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
来
は
兵
庫
県
姫
路
市
で
開
催

予
定
で
あ
っ
た
が
、
年
始
よ
り
全
国
各
地
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
）
感
染
症
拡
大
を

受
け
、
現
地
の
開
催
が
困
難
で
あ
る
と
の
決
断
に
至
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
と
な
っ
た
。
全
国
か
ら

5
4
0
名
の
先
生
方
が
参
加
さ
れ
た
。（
主
催　

公
益
社
団
法
人
全
国
珠
算
教
育
連
盟　

後
援　

文
部
科
学

省
・
姫
路
市
・
姫
路
市
教
育
委
員
会
）

市
長
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
紹
介
さ
れ
た
。
参

議
院
議
員
中
曽
根
弘
文

氏
、
参
議
院
議
員
有
村

治
子
氏
、
参
議
院
議
員

山
谷
え
り
子
氏
か
ら
の

祝
電
紹
介
の
あ
と
第
１

講
座
、
第
２
講
座
と
進

み
、
池
田
美
鈴
研
修
学

教
副
委
員
長
の
挨
拶
で

16
時
30
分
に
第
１
部
は

終
了
し
た
。

　

翌
27
日
の
第
２
部
は

９
時
30
分
よ
り
岡
久
泰

大
副
理
事
長
の
挨
拶
の

あ
と
、
第
４
講
座
が
開

始
さ
れ
た
。
10
時
45
分

よ
り
前
田
珠
樹
研
修
学

教
委
員
長
の
閉
会
の
挨

拶
に
続
き
、
次
年
度
開

催
担
当
支
部
の
池
上
修

生
岡
山
県
支
部
長
が
挨

拶
さ
れ
、
無
事
に
閉
会

し
た
。

　

な
お
、
第
３
講
座
は
都

合
に
よ
り
後
日
、
録
画
配

信
と
な
っ
た
。

谷
翔
平
選
手
の
M
V
P
獲

得
、
ゴ
ル
フ
の
松
山
英
樹

選
手
の
マ
ス
タ
ー
ズ
制

覇
、
藤
井
聡
太
棋
士
の
最

年
少
四
冠
達
成
（
２
月
12

日
に
最
年
少
五
冠
を
達

成
!
）
な
ど
、
２
０
２
１

年
は
多
く
の
若
者
た
ち
が

国
内
外
で
大
活
躍
し
、
前

人
未
到
の
「
金
」
字
塔
が

打
ち
立
て
ら
れ
た
。
A
I

や
動
画
撮
影
な
ど
技
術
の

進
歩
も
あ
る
の
だ
ろ
う

が
、
気
負
う
こ
と
な
く
己

の
道
を
突
き
進
む
大
胆
さ
、

メ
ン
タ
ル
の
強
さ
が
今
ま

で
の
日
本
人
に
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
魅
力
で
あ
り
、

成
功
へ
と
導
く
一
因
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

お
「
金
」
に
関
す
る
話

題
も
多
か
っ
た
。
飲
食
店

へ
の
休
業
支
援
「
金
」、

特
別
給
付
「
金
」
な
ど
コ

ロ
ナ
禍
で
論
議
が
噴
出
し

た
。
新
紙
幣
の
印
刷
や
、

新
５
０
０
円
硬
貨
の
発
行

も
開
始
さ
れ
た
。
新
一
万

円
札
の
顔
は
「
論
語
と
算

盤
」
の
著
者
で
あ
る
渋
沢

栄
一
で
、
彼
が
主
人
公
の

２
０
２
１
年
の
N
H
K
大

河
ド
ラ
マ
で
は
そ
ろ
ば
ん

を
弾
く
シ
ー
ン
が
多
く
登

場
し
た
。
日
本
の
資
本
主

義
の
発
展
に
尽
力
し
、
そ

ろ
ば
ん
に
ゆ
か
り
の
あ
る

栄
一
が
印
刷
さ
れ
た
新
紙

幣
。
手
元
に
届
く
日
が
楽

し
み
だ
。

　

さ
て
、
新
緑
の
季
節
、

教
室
に
新
入
生
を
迎
え
る

季
節
で
あ
る
。
縁
あ
っ
て

そ
ろ
ば
ん
の
門
を
叩
い
て

く
れ
た
新
入
生
を
大
切
に

育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
人
ひ
と
り
違
う
個

性
の
生
徒
に
し
っ
か
り
寄

り
添
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
胸

に
「
金
」
メ
ダ
ル
を
か
け
、

「
金
」
字
塔
を
打
ち
立
て

て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
金
」
の
卵
た
ち
の
指
導

に
全
力
投
球
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。（

村
上　

知
子
）

５月の紙面

２面 第４回オンライン講習会開催案内
３面 第68回全国珠算研究集会
４面 珠算優秀生徒大学合格だより
５面 珠のたより
６面 世界の珠算教育事情

　令和４年７月よりスタートする「新応用計算」の改
定の意義と目的、内容について級別に説明いただいた。
パワーポイントを用いた図解は変更箇所や指導ポイン
トがよくわかり、今後の教室での活用に大いに役立つ
であろう。

　そろばんが上手で好きな子を増やすための日々の授
業を楽しくする工夫、声かけ等を教えていただいた。
デジタル活用の利点、全珠連会員として視野を広げた
お話もされ、次世代へそろばんを繋げていく大切さを
学んだ。

　イギリスでのそろばん指導や、そろばんを教具として
学校教育に取り入れてもらう普及活動を通したそろばん
への熱い思いを伝えていただいた。新しい時代へ向かう
そろばんの在り方を提示された内容であった。

◆ラインナップ◆

第４講座

第１講座

「珠算人はいつでも二刀流」
～指導と教育 デジタルとアナログ

そして前向きと超前向き～

第２講座

「新応用計算の全容について」

沖縄県
上江洲　由樹　氏

「教具としてのそろばんの魅力と
イギリスでの活動について」

～イギリスよりオンラインで生中継～

第68回

検定競技委員長
山戸　克弘　氏

イギリス
H
ホールト
oult　知子　氏

連
盟
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
！

３面に関連記事

工藤 壽和
理事長

姫路市長
清元 秀泰 氏

奥野 宜孝
兵庫県支部長

前田 珠樹
研修学教委員長

５
４
０
名
が
参
加
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開

案

催

内

　

毎
日
が
コ
ロ
ナ
、
コ
ロ

ナ
と
そ
の
関
連
情
報
が
メ

デ
ィ
ア
で
報
じ
ら
れ
て
い

る
中
、
生
活
様
式
は
従
来

の
ま
ま
で
は
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
せ
い
な
の
か
、
変

更
を
提
案
し
て
も
進
捗
が

遅
れ
て
い
た
分
野
が
、
一

気
に
進
ん
だ
感
が
あ
り
ま

す
。
在
宅
に
よ
る
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
を
ご
く
普
通
に

さ
れ
て
い
る
方
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
作
業

内
容
に
も
よ
り
ま
す
が
、

パ
ソ
コ
ン
と
通
信
環
境
が

あ
れ
ば
場
所
を
選
ば
ず
、

ど
こ
か
ら
で
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
時
間
・

場
所
に
捉
わ
れ
な
い
柔
軟

な
働
き
方
、
通
勤
時
間
・

オ
フ
ィ
ス
コ
ス
ト
の
削

減
、
家
族
と
の
時
間
確
保

に
よ
る
幸
福
感
の
上
昇
、

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

よ
る
離
職
率
の
低
下
、
出

社
可
能
エ
リ
ア
外
で
の
新

た
な
労
働
力
の
確
保
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

に
反
し
て
、運
動
不
足
、睡

眠
や
生
活
リ
ズ
ム
の
乱

れ
、
国
際
的
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
に
伴
う
生
体
リ
ズ
ム

の
変
調
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
に
よ
る
孤
独

感
の
増
大
、
仕
事
に
お
け

る
達
成
感
の
不
足
、
精
神

的
ス
ト
レ
ス
の
増
大
、
労

働
生
産
性
の
低
下
（
プ
レ

ゼ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム
増
大
）

な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
で
は
家
族

が
一
日
中
一
緒
に
い
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
、

制
限
が
か
け
ら
れ
て
い
る

環
境
で
は
、
外
出
も
ま
ま

な
ら
ず
ス
ト
レ
ス
は
減
り

ま
せ
ん
。

　

以
前
の
職
場
を
離
れ
、

塾
の
運
営
を
し
て
い
る
現

在
、
毎
日
出
勤
し
て
い
た

頃
を
思
い
出
し
懐
か
し
く

感
じ
る
と
同
時
に
、
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
経
験
し

て
み
た
か
っ
た
な
ぁ
~
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

１
日
で
も
早
く
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
、
平

穏
な
日
々
が
取
り
戻
せ
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

◎
令
和
４
年
度
事
業
計
画
及
び
本
部
収
支

予
算
書
の
承
認
の
件

◎
珠
算
検
定
試
験
答
案
審
査
要
領
の
一
部

改
正
の
承
認
の
件

◎
表
彰
に
関
す
る
規
則
及
び
表
彰
内
規
の

一
部
改
正
の
承
認
の
件

◎
役
員
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
の

承
認
の
件

◎
役
員
等
職
務
権
限
規
程
の
一
部
改
正
の

承
認
の
件

◎
委
員
会
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
の

承
認
の
件

◎
業
務
委
託
承
認
の
件

◎
事
務
局
設
備
修
繕
に
関
す
る
費
用
の
件

◎
新
入
会
員
の
承
認
の
件

◎「
役
員
責
任
賠
償
保
険
」
更
新
の
件

︿
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
﹀

令
和
４
年
２
月
27
日
開
催

於
﹁
全
珠
連
本
部
事
務
局
﹂

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
W
E
B
会
議
に
よ
る
実
施

第38回

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
り
た
か
っ
た
な
ぁ
~

茨
城
県　

平
塚
　
恒
夫

　

い
ま
だ
に
終
息
の
見
通
せ
な
い
コ
ロ
ナ

禍
と
長
く
続
く
日
本
経
済
の
低
迷
、
社
会

全
体
が
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ

う
な
閉
塞
感
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
ど
の
業

界
も
生
き
残
る
術
を
見
つ
け
ん
と
、
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
悪
戦
苦

闘
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
が
現
在
の
日
本

の
姿
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

我
々
珠
算
界
に
目
を
向
け
る
と
ど
う
だ

ろ
う
。
24
時
間
３
６
５
日
、
嵐
の
よ
う
に

押
し
寄
せ
る
情
報
の
洪
水
と
日
々
進
化
す

る
I
C
T
技
術
、
そ
ん
な
中
で
教
育
産
業

と
い
う
切
り
口
で
珠
算
界
を
眺
め
る
と
、

多
く
の
珠
算
指
導
者
が
市
場
の
中
で
ポ
ツ

ン
と
取
り
残
さ
れ
た
存
在
に
な
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。
厳
し
い
評
価
で

あ
る
が
、
時
代
が
昭
和
か
ら
平
成
へ
と

移
っ
た
時
点
で
、
社
会
か
ら
消
滅
し
て
も

お
か
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
珠
算

教
育
。
視
点
を
変
え
る
と
、
こ
の
令
和
の

時
代
ま
で
存
続
で
き
て
い
る
の
が
不
思
議

と
い
う
捉
え
方
も
で
き
る
。
で
は
一
旦
役

目
を
終
え
た
と
考
え
ら
れ
た
珠
算
教
育

が
、
現
在
で
も
市
場
規
模
は
縮
小
し
た
も

の
の
、
日
本
全
国
に
し
っ
か
り
と
存
続
で

き
て
い
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
客

観
的
に
考
察
・
検
証
す
る
こ
と
が
、
珠
算

教
育
の
未
来
・
連
盟
の
未
来
へ
の
道
標
と

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

昭
和
の
終
わ
り
と
と
も
に
計
算
器
具
と

し
て
の
役
割
は
終
わ
り
、
検
定
試
験
の
資

格
と
し
て
の
社
会
的
評
価
も
著
し
く
低
下

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
も
そ
ろ
ば

ん
が
社
会
や
保
護
者
か
ら
支
持
さ
れ
る
理

由
。
そ
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、

珠
算
教
育
特
有
の
子
供
た
ち
と
の
距
離
感

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
幅
の
広
い
教
育
力
へ

の
期
待
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ろ
ば
ん

教
室
に
お
け
る
生
徒
と
の
距
離
感
、
そ
れ

は
学
校
で
例
え
る
な
ら
教
科
担
任
で
は
な

く
学
級
担
任
の
立
ち
位
置
で
あ
る
。
多
く

の
先
生
方
は
子
供
た
ち
に
対
し
て
計
算
力

と
い
う
単
眼
的
な
技
術
指
導
の
み
な
ら

ず
、
複
数
年
に
わ
た
る
様
々
な
指
導
を
通

し
て
一
人
ひ
と
り
の
総
合
的
な
人
間
力
の

向
上
を
目
指
す
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
学

び
の
場
・
成
長
の
場
と
な
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
今
日
ま
で
珠
算
教
育
が
存

続
し
て
い
る
要
因
の
一
つ
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
そ
し
て
喫
緊
の
課
題
は
H
P
や

S
N
S
を
通
じ
て
、
こ
の
珠
算
教
育
の
特

性
を
い
か
に
情
報
発
信
し
て
い
け
る
か
だ

ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
・
高
齢
化
・
会
員
減
・

予
算
減
と
我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
。
だ
か
ら
こ
そ
挑
戦
し
て
、
失
敗
し
て
、

ま
た
挑
戦
し
て
、
し
ぶ
と
く
一
歩
一
歩
進

化
さ
せ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

日
本
全
国
津
々
浦
々
の
そ
ろ
ば
ん
教
室

で
読
み
上
げ
の
声
が
響
き
、
各
地
の
競
技

大
会
で
は
一
喜
一
憂
す
る
子
供
た
ち
の
笑

顔
が
溢
れ
る
。
珠
算
教
育
の
未
来
、
そ
し

て
連
盟
の
未
来
は
、
ち
ょ
っ
と
懐
か
し
い

未
来
に
し
た
い
も
の
で
す
。

（
鈴
木
宗
一
執
筆
委
員
）

未
　
　
来
　
　
へ

本
部
事
業
予
定

５
月
14
日　

珠
算
連
合
代
表
者
会
議

東　
　

京

５
月
29
日　

第
409
回
珠
算
・
暗
算
検
定
試
験

全
国
一
斉

６
月
19
日　

理
事
会　
　
　
　
　
　
　

京　
　

都

　
　
　
　
　

珠
算
検
定
試
験
（
４
~
準
６
級
）

全
国
一
斉

珠
算
教
育
研
究
所
・
研
修
学
教
委
員
会
企
画

第
４
回
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会

日　
　

時
:
令
和
４
年
６
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
~
12
時
30
分

講　
　

座
:
第
１
講
座

　
　
　
　
　
「
亀
井
算
」

　
　
　
　
　

日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館
学
芸
員

太
田
敏
幸　

先
生

　
　
　
　
　

第
２
講
座

　
　
　
　
　
「
鶴
亀
算
、
出
前
授
業
、
数
の
遊
び
」

　
　
　
　
　

日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館
名
誉
学
芸
員

谷　

賢
治　

先
生

受
講
資
格
:
当
連
盟
正
会
員

受
講
料
:
お
一
人
１
,０
０
０
円

受
講
単
位
:
２
講
座
２
単
位（
１
講
座
の
み
の
受

付
は
い
た
し
ま
せ
ん
）

申
込
期
間
:
５
月
10
日（
火
）10
時
~
13
日（
金
）

15
時
︿
期
日
厳
守
﹀

申
込
方
法
:
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
新
着
情
報

「
講
習
会
」の
申
込
フ
ォ
ー
ム
よ
り

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
:
申
込
（
代
表
）
者
は
お
一
人
一
回

線
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

た
だ
し
、
支
部
・
地
区
・
家
族
単

位
で
の
申
込
み
で
、
感
染
予
防
対

策
を
十
分
に
と
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
一
回
線
で
複
数
名
の
受
講
も

可
能
で
す
。

夏休みの自由研究
そろばんサマーミステリーのご案内
―そろばんの“不思議”を探究する！―

　そろばんに関する“不思議”を親子で探求しながら、そろばんへの興味・関心を促し親子
のふれあいと絆を深める企画！
　夏休みの自由研究の題材としてご活用いただけます。
開 催 日：令和４年7月31日（日）
会　　場：東京都台東区「日本そろばん資料館」
時　　間：第１部　10時30分～12時　　第２部　13時30分～15時
定　　員：各回とも親子５組 ※小学生対象
内　　容：そろばんクイズラリー、そろばん不思議シート活用による自由課題の研究、
　　　　　オリジナルそろばん作り、そろばんストラップ作り等
受付期間：６月６日（月）～7月7日（木）※定員に達し次第、受付を終了
申込方法：連盟ホームページ新着情報「ニュース」の申込フォームよりお手続きください。
そ の 他：受付終了後、参加者にはメールにて詳細をご連絡します。
　　　　　 この件に関する問い合わせは、日本そろばん資料館（03-3875-6636）までお願いい

たします。
　　　　　なお、コロナウイルス感染症の感染状況等によっては、中止することもあります。
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１
．
消
費
税
の
問
題
に
つ

い
て

　

段
位
・
級
位
共
通
で
消

費
税
率
は
10
％
、
表
記
は

税
率
か
ら
消
費
税
率
に
変

更
。10

％
に
変
更
す
る
こ
と

で
懸
念
さ
れ
る
難
易
度
に

つ
い
て
は
、
出
題
方
法
で

調
整
し
て
い
る
。

２
．
面
積
の
問
題
に
つ
い

て
　

今
ま
で
は
級
位
の
面
積

の
問
題
は
、
図
形
と
文
章

題
の
ど
ち
ら
に
も
数
値
の

記
載
が
あ
っ
た
が
、
今
後

は
図
形
の
み
に
記
載
さ
れ

る
。

　

段
位
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
ま
ま
。

３
．
級
位
ご
と
の
変
更
問

題
に
つ
い
て

　

３
級
に
あ
る
表
形
式
の

問
題
数
を
４
題
か
ら
３
題

に
変
更
。

　

１
級
の
速
さ
の
問
題

は
、一
部
が
段
位
に
移
行
。

　

文
章
題
の
不
適
切
な
文

言
を
修
正
。

４
．
段
位
の
変
更
問
題
に

つ
い
て

〇
削
除
す
る
問
題
（
３

題
）

①
株
式
の
利
回
り
の
問
題

１
題

②
グ
ロ
ス
の
問
題
２
題

〇
追
加
す
る
問
題

①
比
の
問
題
ま
た
は
速
さ

の
問
題
１
題

②
最
小
公
倍
数
・
最
大
公

約
数
の
問
題
１
題

③
原
価
を
求
め
る
問
題

（
損
益
）
１
題

※
文
章
題
で
出
題

〇
応
用
計
算
付
表
を
廃
止

し
,
各
問
題
に
配
置

〇
減
価
償
却
の
残
存
簿
価

問
題
及
び
現
状
使
用
さ

れ
て
い
る
表
記
の
変
更

５
．
最
後
に

　

連
盟
の
特
色
の
一
つ
で

あ
る
応
用
計
算
問
題
を
よ

り
発
展
さ
せ
、
保
護
者
だ

け
で
な
く
社
会
に
も
検
定

試
験
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
た
め
の
変
更
で

あ
る
。
今
回
の
改
定
で
指

導
し
や
す
い
問
題
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
る
た
め
、
こ

れ
を
機
に
よ
り
一
層
先
生

方
に
応
用
計
算
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
結

ば
れ
た
。

　

な
お
、
今
回
の
改
定
模

擬
問
題
は
各
４
種
類
を
５

月
検
定
に
向
け
支
部
へ
配

付
予
定
。

※
改
定
に
つ
い
て
の
詳
し

い
内
容
は
会
報
第
１
８
６

号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
指
導
と
教
育
〜
そ
ろ
ば

ん
上
手
な
そ
ろ
ば
ん
好
き

を
増
や
す
た
め
に
〜

　
﹃
特
技
=
そ
ろ
ば
ん
﹄

に
す
る
指
導
と
﹃
趣
味
=

そ
ろ
ば
ん
﹄
に
す
る
指
導

と
し
て
、
常
に
生
徒
に
前

向
き
な
言
葉
を
か
け
続
け

[
先
生
は
見
て
い
る
ん
だ
]

と
安
心
感
を
与
え
、
子
供

た
ち
に
は
過
程
が
大
事
で

結
果
を
恐
れ
さ
せ
な
い
よ

う
心
掛
け
て
い
る
。
教
室

は
、
お
し
ゃ
べ
り
し
て
は

い
け
な
い
き
つ
い
場
所
で

は
な
く
、
一
生
懸
命
そ
ろ

ば
ん
を
が
ん
ば
る
場
所
と

し
て
、
よ
い
意
味
で
の
静

け
さ
の
あ
る
教
室
と
い
う

意
識
を
子
供
た
ち
に
持
た

す
こ
と
が
大
切
。
入
塾
し

た
て
の
気
持
ち
を
持
ち
続

け
さ
せ
る
よ
う
に
、昇
段
・

昇
級
し
て
も
生
徒
・
指
導

者
と
も
に
慣
れ
な
い
よ
う

言
葉
遣
い
や
接
し
方
に
気

を
遣
っ
て
い
る
。
全
珠
連

の
初
級
検
定
は
ス
モ
ー
ル

ス
テ
ッ
プ
で
、
合
格
が
本

人
に
も
保
護
者
に
も
伝
わ

り
や
す
い
。
５
の
合
成
分

解
、
10
の
合
成
分
解
、
ど

ち
ら
が
先
の
指
導
法
の
先

生
に
も
対
応
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
を
使
わ
な
い
手

は
な
い
。

　

初
歩
指
導
・
段
位
指

導
・
競
技
練
習
な
ど
を
通

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

積
ま
せ
子
供
の
[
器
]
を

作
る
場
所
で
あ
り
、
で
き

る
だ
け
大
き
な
[
器
]
を

作
り
、将
来
へ
繋
げ
た
い
。

ま
た
指
導
と
教
育
の
理

想
的
な
比
重

は
、
ど
ち
ら

も
1
0
0
％

と
し
﹃
そ
ろ

ば
ん
で
ア
タ

マ
も
コ
コ
ロ

も
メ
ジ
ャ
ー

級
﹄
と
ま
と

め
た
。

○
デ
ジ
タ
ル

と
ア
ナ
ロ
グ

の
使
い
分
け

　

便
利
な
デ

ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
を
自
分
の
武
器
に
し
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
教
室
の

様
子
を
保
護
者
に
届
け
、

安
心
感
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
よ
い
口
コ
ミ
に
繋

げ
ら
れ
る
。

○
珠
算
人
は
三
刀
流
？

　

会
員
=
組
織
人
、
全
珠

連
会
員
と
し
て
組
織
の
中

で
視
野
を
広
く
持
ち
、
信

頼
を
得
て
意
見
を
言
っ
た

と
き
に
周
り
か
ら
認
め
て

も
ら
え
る
。そ
ん
な
社
会

人
・
指
導
者
を
目
指
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　

最
後
に
「
ま
く
と
ぅ

そ
ー
け
ー
な
ん
く
る
な
い

さ
」
↓
「
正
し
い
準
備
を

し
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る

さ
」
の
言
葉
で
講
義
を
締

め
く
く
っ
た
。
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
た
楽
し
い
内
容
で

画
面
越
し
に
受
講
者
が
笑

顔
で
聴
講
し
て
い
る
姿
が

見
受
け
ら
れ
た
。
ミ
ュ
ー

ト
で
音
は
聞
こ
え
な
か
っ

た
が
終
了
後
、
受
講
者
は

大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い

た
こ
と
だ
ろ
う
。

○
文
化
の
違
う
国
で
指
導

す
る
と
い
う
こ
と

　

イ
ギ
リ
ス
人
の
そ
ろ
ば

ん
に
対
す
る
質
問
の
中
に
、

「
そ
ろ
ば
ん
と
は
何
か
。

習
得
す
る
た
め
の
時
間
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
時
代
に

な
ぜ
計
算
器
具
と
し
て
の

そ
ろ
ば
ん
の
意
味
が
あ
る

の
か
」
と
い
っ
た
も
の
が

あ
る
。ま
た
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
ア
ジ
ア
の
算
数
教

育
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り

入
れ
た
教
え
方
が
、
イ
ギ

リ
ス
で
そ
ろ
ば
ん
を
教
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

現
地
で
の
そ
ろ
ば
ん
指
導

に
お
い
て
苦
労
し
て
い
る

こ
と
と
し
て
、
授
業
時
間

の
確
保
、
夏
休
み
・
冬
休

み
中
な
ど
は
生
徒
が
地
元

に
い
な
い
、
掛
け
算
九
九

を
覚
え
て
い
な
い
、
計
算

の
必
要
な
場
面
が
少
な
い

な
ど
が
あ
り
、
文
化
の
違

う
国
で
の
指
導
の
難
し
さ

を
述
べ
ら
れ
た
。

○
指
導
を
通
し
て
発
見
し

た
教
具
と
し
て
の
そ
ろ
ば

ん
の
魅
力

　

な
ぜ
今
そ
ろ
ば
ん
な

の
？
と
言
わ
れ
る
中
、
指

導
し
て
い
て
「
そ
ろ
ば
ん

は
世
界
で
唯
一
、
十
進
法

を
可
視
化
す
る
こ
と
が
で

き
る
教
具
で
あ
る
」
こ
と

に
気
づ
か
れ
た
そ
う
だ
。

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
そ

ろ
ば
ん
を
普
及
し
よ
う
と

考
え
た
と
き
、
運
珠
指
導

の
ネ
ッ
ク
を
感
じ
、
子
供

に
そ
ろ
ば
ん
を
触
ら
せ
る

こ
と
で
は
な
く
、
教
具
と

し
て
学
校
の

先
生
方
が
大

そ
ろ
ば
ん
を

使
っ
て
盤
面

を
見
せ
る
こ

と
に
よ
り
、十

進
法
の
理
解

を
深
め
そ
ろ

ば
ん
の
魅
力

を
伝
え
て
い

こ
う
と
考
え

た
そ
う
だ
。

○
い
く
つ
か

の
講
演
を
通

し
て
気
づ
い

た
こ
と

　

現
在
の
そ
ろ
ば
ん
の
役

割
を
伝
え
る
こ
と
で
、
そ

ろ
ば
ん
へ
の
勘
違
い
を
解

消
し
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
授
業
に
お
い
て
は
、
教

具
と
し
て
の
魅
力
で
あ
る

「
十
進
法
を
可
視
化
で
き

る
」
こ
と
を
伝
え
る
べ
き

と
訴
え
て
い
た
。

○
日
本
で
の
そ
ろ
ば
ん
の

活
用
方
法
と
世
界
へ
の
発

信
に
つ
い
て

　

そ
ろ
ば
ん
の
必
要
性
を

感
じ
な
い
人
た
ち
に
対
し

て
説
得
す
る
だ
け
の
エ
ビ

デ
ン
ス
を
身
に
つ
け
る
こ

と
。
ま
た
、
教
具
と
し
て

の
そ
ろ
ば
ん
の
必
要
性
を

発
信
し
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
語
っ
て
い
た
。

H
o
u
l
t
知
子
氏
の

講
演
内
容
は
、
珠
算
教
育

の
可
能
性
の
大
き
さ
を
感

じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

研
究
集
会
の
重
要
性
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

３年ぶりに輝く研修の光

第68回全国珠算研究集会 から
第
１
講
座

　

第
４
１
０
回
︵
令
和
４
年
７
月
実
施
︶
検
定
試

験
か
ら
応
用
計
算
問
題
が
一
部
改
定
さ
れ
ス
タ

ー
ト
す
る
。
改
定
箇
所
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、

検
定
競
技
委
員
長
で
あ
る
山
戸
克
弘
氏
よ
り
説

明
が
な
さ
れ
た
。

「
新
応
用
計
算
の
全
容
に
つ
い
て
」

検
定
競
技
委
員
長

山
戸　

克
弘　

氏

第
２
講
座

　

講
師
は
イ
ギ
リ
ス
在
住
の
Ｈ
ｏ
ｕ
ｌ
ｔ
知
子
氏
。

イ
ギ
リ
ス
と
日
本
の
時
差
は
９
時
間
あ
り
、
早

朝
よ
り
生
中
継
で
﹁
教
具
と
し
て
の
そ
ろ
ば
ん

の
魅
力
と
イ
ギ
リ
ス
で
の
活
動
﹂
に
つ
い
て
講

演
が
な
さ
れ
た
。

「
教
具
と
し
て
の
そ
ろ
ば
ん
の
魅
力
と

イ
ギ
リ
ス
で
の
活
動
に
つ
い
て
」

〜
イ
ギ
リ
ス
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
生
中
継
〜

イ
ギ
リ
ス

Ｈホ
ー

ル

ト

ｏ
ｕ
ｌｔ　

知
子　

氏

第
４
講
座

　

昨
年
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
大
活
躍
し
た
大
谷

翔
平
選
手
を
彷
彿
と
さ
せ
る
演
題
で
、
沖
縄
県

の
上
江
洲
由
樹
氏
よ
り
講
演
が
な
さ
れ
た
。

「
珠
算
人
は
い
つ
で
も
二
刀
流
」

〜
指
導
と
教
育
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ

そ
し
て
前
向
き
と
超
前
向
き
〜

沖
縄
県

上
江
洲　

由
樹　

氏

社
会
に
検
定
試
験
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

教
具
と
し
て
の
重
要
性
を
力
説

教
室
は
子
供
た
ち
の
[
器
]
を
作
る
場
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し
て
は
、
全
国
大
会
で
日
本
一
を
と
り
た
い
。

４
．
後
輩
へ
お
く
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
ひ
と
こ
と

　

そ
ろ
ば
ん
で
も
勉
強
で
も
何
事
に
お
い
て

も
継
続
は
力
な
り
で
す
。
諦
め
ず
コ
ツ
コ
ツ

と
が
ん
ば
っ
て
い
れ
ば
よ
い
結
果
に
つ
な
が

り
ま
す
。

５
．
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て

　

好
き
な
言
葉
は
「
継
続
は
力
な
り
」。
何
事

も
す
ぐ
に
結
果
が
出
る
と
思
わ
ず
、
コ
ツ
コ

ツ
と
地
道
に
努
力
を
重
ね
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
る
。
そ
ろ
ば
ん
は
趣
味
で
も
特
技
で

も
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た

い
。

〈
恩
師
の
言
葉
〉　

竹
原　

一
夫　

氏

　

恵
ま
れ
た
才
能
、
そ
ろ
ば
ん
か
ら
得
た
努
力
す

る
楽
し
さ
を
大
切
に
、
医
学
の
道
に
邁
進
し
て
く

だ
さ
い
。

１
．
大
学
に
入
っ
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と

　

自
分
の
進
路
に
向
け
て
勉
強
し
続
け
る
の

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
ま
で
し
た
こ
と
の

な
い
ア
ル
バ
イ
ト
等
も
し
て
み
た
い
し
、
機

会
が
あ
れ
ば
留
学
し
て
自
分
の
学
び
を
深
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
．
珠
算
と
勉
学
の
両
立
に
つ
い
て

　

中
学
に
入
っ
て
忙
し
く
な
り
、
一
度
は
珠

算
を
辞
め
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
も
う
一
度

大
会
に
出
場
し
た
く
な
り
、
そ
れ
か
ら
は
最

低
で
も
週
１
回
は
珠
算
教
室
に
通
う
と
決
め

て
、
珠
算
と
学
業
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

３
．
珠
算
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
、

珠
算
に
関
し
て
の
将
来
の
目
標
や
希
望
に
つ
い
て

　

数
学
な
ど
で
計
算
を
す
る
と
き
に
、
筆
算

を
使
わ
な
く
て
も
正
確
に
素
早
く
暗
算
で
き

る
の
で
、
時
間
に
余
裕
が
で
き
、
珠
算
を
続

け
て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

４
．
後
輩
へ
お
く
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
ひ
と
こ
と

　

一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
も
級
や
段
が
上

が
ら
ず
に
落
ち
こ
む
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
続
け
て
い
る
う
ち
に
確
実
に
自

分
の
実
力
が
少
し
ず
つ
で
も
上
が
っ
て
い
る

と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
か
ら
、

め
げ
ず
に
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

５
．
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て

　

一
旦
集
中
し
始
め
る
と
、
数
時
間
経
過
し

て
も
ず
っ
と
没
頭
し
て
取
り
組
ん
で
し
ま
う

タ
イ
プ
で
、
負
け
ず
嫌
い
な
性
格
で
す
。
趣

味
は
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
と
旅
行

す
る
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
ら
県
外

に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
恩
師
の
言
葉
〉　

山
下　

キ
セ
子　

氏

　

藤
本
さ
ん
合
格
お
め
で
と
う
。
入
塾
当
初
か
ら

何
を
教
え
て
も
覚
え
の
早
い
す
ば
ら
し
い
生
徒
で

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
大
会
に
参
加
し
て
、
楽
し
み

な
が
ら
勉
強
し
て
い
ま
し
た
ね
。
こ
れ
か
ら
大
学

に
入
学
し
て
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

１
．
大
学
に
入
っ
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と

　

サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を

は
じ
め
て
み
た
い
。

２
．
珠
算
と
勉
学
の
両
立
に
つ
い
て

　

高
校
生
に
な
っ
て
勉
強
が
忙
し
く
な
り
珠

算
と
両
立
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
が
、
大
会

に
出
て
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
刺
激
を
も
ら
え

て
、
と
て
も
よ
い
経
験
に
な
っ
た
。

３
．
珠
算
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
、

珠
算
に
関
し
て
の
将
来
の
目
標
や
希
望
に
つ
い
て

　

珠
算
を
や
っ
て
い
た
お
か
げ
で
、
計
算
が

速
く
な
り
集
中
力
が
身
に
つ
い
た
。
目
標
と

１
．
大
学
に
入
っ
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と

　

中
学
、
高
校
で
吹
奏
楽
を
し
て
い
た
の
で
、

大
学
で
も
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
．
珠
算
と
勉
学
の
両
立
に
つ
い
て

　

定
期
考
査
の
と
き
に
は
前
も
っ
て
勉
強
を
し

て
お
く
な
ど
し
て
、
あ
る
程
度
先
を
見
越
し
て

上
手
く
両
立
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

３
．
珠
算
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
、

珠
算
に
関
し
て
の
将
来
の
目
標
や
希
望
に
つ
い
て

　

珠
算
で
培
っ
た
計
算
力
や
集
中
力
は
、
学

業
や
日
常
生
活
で
非
常
に
役
立
ち
ま
し
た
。

自
分
の
特
技
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
持
続
さ

１
．
大
学
に
入
っ
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と

　

徳
島
巡
り
で
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
徳
島
県
の

魅
力
を
も
っ
と
も
っ
と
知
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
も
あ
る

の
で
、
実
現
で
き
る
範
囲
で
し
た
い
で
す
。

２
．
珠
算
と
勉
学
の
両
立
に
つ
い
て

　

幼
稚
園
の
こ
ろ
か
ら
今
ま
で
、
そ
ろ
ば
ん
を

続
け
て
い
ま
す
。
特
に
高
校
３
年
生
で
受
験
生

に
な
る
と
以
前
よ
り
練
習
で
き
る
機
会
が
減
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
で
き
る
だ
け
練
習
し
、

目
標
と
し
て
い
た
段
位
に
合
格
で
き
ま
し
た
。

３
．
珠
算
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
、

珠
算
に
関
し
て
の
将
来
の
目
標
や
希
望
に
つ
い
て

　

計
算
力
は
も
ち
ろ
ん
、
集
中
力
や
１
つ
の

こ
と
を
長
く
続
け
る
力
が
つ
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
力
は
私
が
受
験
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
標
に
到
達
す
る
の
を
助
け
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
力
を
使
っ
て

乗
り
越
え
た
い
で
す
。

４
．
後
輩
へ
お
く
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
ひ
と
こ
と

　

こ
つ
こ
つ
と
練
習
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が

そ
ろ
ば
ん
の
上
達
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

思
っ
た
よ
う
な
成
績
で
な
く
て
も
、
諦
め
ず

に
続
け
て
い
れ
ば
成
果
は
出
る
は
ず
で
す
。

５
．
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て

　

為
せ
ば
成
る
と
い
う
言
葉
が
好
き
で
す
。

先
が
見
え
ず
不
安
な
と
き
、
落
ち
こ
ん
だ
と

き
、
こ
の
言
葉
を
思
い
出
す
と
励
ま
さ
れ
、

少
し
ず
つ
で
も
前
へ
進
ん
で
い
こ
う
と
い
う

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

〈
恩
師
の
言
葉
〉　

山
下　

キ
セ
子　

氏

　

上
久
保
さ
ん
合
格
お
め
で
と
う
。
藤
本
さ
ん
と

同
じ
く
ら
い
に
入
塾
し
て
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
、

い
ろ
い
ろ
な
大
会
で
入
賞
し
て
、
す
ば
ら
し
い
成

績
を
残
し
ま
し
た
ね
。
大
学
に
行
っ
て
も
が
ん

ば
っ
て
勉
強
し
て
立
派
な
お
医
者
さ
ん
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

大
河
内
優
希

珠
算
十
段　

暗
算
十
段

東
京
医
科
歯
科
大
学

医
学
部

合合
格格

（長野県）

岡
田  

美
咲

珠
算
十
段　

暗
算
十
段

愛
媛
大
学

医
学
部
医
学
科

合合
格格

（愛媛県）

紙
野  

大
樹

珠
算
十
段　

暗
算
十
段

関
西
学
院
大
学

社
会
学
部

合合
格格

（広島県）

１
．
大
学
に
入
っ
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と

　

そ
ろ
ば
ん
が
単
な
る
計
算
機
と
し
て
で
は

な
く
、
人
々
に
与
え
た
文
化
的
な
価
値
と
は

何
か
を
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
．
珠
算
と
勉
学
の
両
立
に
つ
い
て

　

高
校
の
珠
算
部
で
練
習
す
る
こ
と
と
並
行

し
て
、
勉
強
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
と
に
か

く
時
間
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
休
憩
時

間
や
通
学
時
間
を
使
っ
て
勉
強
時
間
を
捻
出

し
て
い
ま
し
た
。

３
．
珠
算
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
、

珠
算
に
関
し
て
の
将
来
の
目
標
や
希
望
に
つ
い
て

　

珠
算
と
出
会
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
関
西
学

院
大
学
に
進
学
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
大
学
で
も
珠
算
を
継
続
し
、
読
上

算
日
本
一
に
挑
戦
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
．
後
輩
へ
お
く
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
ひ
と
こ
と

　

珠
算
と
勉
強
の
両
立
は
大
変
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
継
続
す
る
こ
と
で
、
今
回
の
私
の

よ
う
に
得
ら
れ
る
も
の
が
必
ず
あ
る
は
ず
で

す
。
ど
ち
ら
か
が
大
変
だ
か
ら
、
で
は
な
く

両
立
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

５
．
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て

　

珠
算
部
の
部
旗
に
あ
っ
た
「
信
は
力
な
り
」

で
す
。
私
が
珠
算
を
続
け
ら
れ
た
の
は
、
仲

間
を
信
じ
、
練
習
を
信
じ
、
自
分
を
信
じ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

〈
恩
師
の
言
葉
〉　

伊
藤　

博
子　

氏

　

大
学
入
学
お
め
で
と
う
。
こ
の
２
年
間
コ
ロ
ナ

禍
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
数
々
の
優
秀
な
成
績
を

残
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
真
面
目
で
後
輩
に
も
優

し
く
、
ど
の
先
生
方
か
ら
も
信
頼
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
信
念
を
も
っ
て
、
そ
ろ

ば
ん
は
勿
論
の
こ
と
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て

く
だ
さ
い
。

せ
て
い
く
た
め
に
も
努
力
を
続
け
た
い
で
す
。

４
．
後
輩
へ
お
く
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
ひ
と
こ
と

　

何
ご
と
に
お
い
て
も
継
続
す
る
と
い
う
の

は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
と
て
も
意
義
の
あ

る
こ
と
で
あ
り
、
辛
く
て
も
諦
め
ず
耐
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

５
．
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て

　

趣
味
は
ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と
で
す
。
し
ん

ど
い
と
き
や
疲
れ
た
と
き
に
は
、
い
い
気
分

転
換
に
な
り
ま
し
た
。

〈
恩
師
の
言
葉
〉　

稲
田　

実　

氏

　

学
業
・
部
活
・
珠
算
と
分
刻
み
で
動
き
、
そ
れ

ら
を
完
璧
に
や
り
と
げ
ま
し
た
。
そ
の
努
力
は
素

晴
ら
し
い
。
尊
敬
の
ま
な
ざ
し
で
す
。
受
験
勉
強

で
の
ブ
ラ
ン
ク
分
、
ま
た
パ
チ
パ
チ
は
じ
き
た
い

と
教
室
に
き
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
後
輩
た
ち

の
励
み
に
な
り
ま
す
。

祝祝
珠
算
優
秀
生
徒

　

大
学
合
格
だ
よ
り
（順不同・敬称略）

藤
本  

愛
弓

珠
算
五
段　

暗
算
九
段

徳
島
大
学

歯
学
部
歯
学
科

合合
格格

（徳島県）

上
久
保
美
咲

珠
算
六
段　

暗
算
九
段

徳
島
大
学

医
学
部

合合
格格

（徳島県）
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３
月
６
日
、
第
64
回
茨

城
県
珠
算
競
技
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
年
末
の
受
付

時
に
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
者

数
も
激
減
し
、
２
年
ぶ
り

の
会
場
開
催
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
た
が
、
年

明
け
か
ら
の
感
染
者
急
増

に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
大

会
へ
の
変
更
と
１
か
月
の

開
催
延
期
と
な
っ
た
。

　

急
な
変
更

に
も
か
か
わ

ら
ず
、
当
日

は
園
児
か
ら

高
校
３
年
生

ま
で
１
０
０

名
が
９
会
場

を
つ
な
い
で

顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
で

き
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

は
２
度
目
と
な
る
が
「
昨

年
よ
り
も
一
歩
前
進
を
！
」

と
い
う
秋
本
昌
孝
支
部

長
の
意
向
に
よ
り
、
総
合

競
技
以
外
に
、
前
回
は
行

わ
な
か
っ
た
種
目
別
４
競

技
（
応
用
計
算
・
読
上
暗

算
・
読
上
算
・
フ
ラ
ッ
シ

ュ
暗
算
）
も
実
施
し
た
。

　

心
配
さ
れ
て
い
た
の

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
読
上

種
目
の
音
声
や
フ
ラ
ッ
シ

ュ
暗
算
の
映
像
が
、
き
ち

ん
と
配
信
で
き
る
か
で

あ
っ
た
。

　

最
適
な
方
法
を
競
技
部

で
検
討
の
末
、
事
前
録
画

し
た
動
画
を
Y
o
u
T
u

b
e
に
て
配
信
す
る
こ
と

に
し
た
。
各
会
場
の
通
信

状
況
や
再
生
機
器
の
環
境

に
よ
り
、
音
声
が
聞
き
づ

ら
い
等
多
少
の
問
題
は

あ
っ
た
が
、
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
な
く
配
信
で
き
た
こ

と
は
、
今
後
へ
の
大
き
な

自
信
と
な
っ
た
。

　

次
年
度
は
大
会
場
で
の

開
催
を
望
ん
で
い
る
が
、

練
習
会
等
に
は
オ
ン
ラ
イ

と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
。

　

数
の
も
つ
不
思
議
な
お

も
し
ろ
さ
が
あ
り
、
カ
プ

レ
カ
数
や
ナ
ン
バ
ー
パ

タ
ー
ン
の
計
算
方
法
。

　

数
の
遊
び
で
は
、
語
呂

読
み
・
ガ
ウ
ス
の
計
算
方

法
・
曽
呂
利
新
左
衛
門
の

話
な
ど
を
学
び
充
実
し
た

講
習
会
で
し
た
。

な
い
５
口
程
度
の
計
算
を

10
分
程
し
て
も
ら
い
ま
す

が
、
運
指
が
バ
ラ
バ
ラ
の

生
徒
が
い
る
の
は
毎
年
の

こ
と
。
親
指
と
人
差
し
指

を
使
え
ば
オ
ッ
ケ
ー
と
声

掛
け
を
し
ま
す
。
５
の
分

解
・
10
の
分
解
を
簡
単
に

指
導
し
て
初
日
は
終
了
。

　

２
日
目
、
復
習
し
た
後

に
５
＋
８
や
14
︱
７
の
指

導
を
し
て
、「
50
＋
80
、

１
４
０
︱
70
も
桁
だ
け
注

意
す
れ
ば
理
屈
は
同
じ
だ

よ
」と
説
明
を
し
て
、各
学

年
の
児
童
数
や
数
名
の
先

生
の
年
齢
を
そ
ろ
ば
ん
で

計
算
し
て
楽
し
み
ま
す
。

最
後
に
、
エ
ア
ー
そ
ろ
ば

ん
と
題
し
て
読
上
暗
算
の

形
で
、
珠
算
式
暗
算
に
挑

戦
し
て
も
ら
い
ま
す
。
徐

々
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て

読
む
と
、
運
指
は
バ
ラ
バ

ラ
で
も
計
算
し
よ
う
と
必

死
に
な
り
教
室
内
は
大
変

盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業
終

了
後
、
担
任
の
先
生
方
か

ら
「
ク
ラ
ス
全
員
が
、
こ

ん
な
に
生
き
生
き
と
授
業

に
取
り
組
む
姿
を
初
め
て

見
ま
し
た
」「
教
科
書
通

り
で
は
な
く
、
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
だ
け
押
さ
え
て
楽

し
く
授
業
を
進
め
る
こ
と

が
参
考
に
な

り
ま
し
た
」

と
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
後

日
、
子
供
た

ち
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
感

想
文
に
は

「
楽
し
か
っ

た
」
と
う
れ
し
い
文
面
ば

か
り
で
し
た
。
１
人
の
女

の
子
の
感
想
で
「
私
は
４

年
間
の
学
校
で
の
全
て
の

授
業
の
中
で
、
こ
の
そ
ろ

ば
ん
の
時
間
が
一
番
楽
し

く
て
集
中
で
き
ま
し
た
。

み
ん
な
同
じ
気
持
ち
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
来
て
く

だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
い
う
言

葉
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。

ず
っ
と
声
掛
け
を
し
て
、

な
る
べ
く
た
く
さ
ん
の
時

間
そ
ろ
ば
ん
を
弾
い
て
も

ら
い
、
簡
単
な
問
題
ば
か

り
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
で
き
る
喜
び
を
与

え
ら
れ
た
の
が
よ
か
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

毎
回
の
反
省
で
す
が
、

私
の
声
が
隣
の
ク
ラ
ス
ど

こ
ろ
か
、
離
れ
た
別
校
舎

に
ま
で
聞
こ
え
る
と
の
こ

と
…
。
今
後
と
も
お
許
し

を
得
て
、
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
月
９
日
、
元
神
奈
川

県
支
部
長
の
及
川
正
巳
先

生
を
講
師
に
迎
え
、
指
導

者
講
習
会
を
伊
勢
崎
市
民

プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

及
川
先
生
は
昭
和
36
年

在
学
中
に
珠
算
教
室
を
開

設
さ
れ
、
昭
和
50
年
に
全

珠
連
入
会
。
平
成
14
年
に

神
奈
川
県
支
部
長
を
経
て

現
在
は
支
部
の
顧
問
を
さ

ン
も
積
極
的
に
活
用
し
て

い
き
た
い
。

ク
ラ
ス
２
コ
マ
（
実
質
90

分
）
と
い
う
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
、
ど
う
す
れ
ば

先
生
と
子
供
た
ち
が
喜
ぶ

か
を
考
え
、
授
業
を
進
め

ま
す
。

　

１
日
目
、
小
数
を
含
む

億
ま
で
の
桁
を
読
み
書
き

し
、
理
解
で
き
た
よ
う
な

ら
ば
運
指
指
導
を
し
て
そ

ろ
ば
ん
に
置
い
て
も
ら
い

ま
す
。
そ
の
後
、
分
解
の

　

１
月
半
ば
に
４
日
間
か

け
て
地
域
の
小
学
校
４
年

生
６
ク
ラ
ス
に
、
そ
ろ
ば

ん
の
魅
力
を
伝
え
に
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
授
業
は
今
年
で
４

年
目
、
い
つ
も
私
自
身
が

元
気
を
も
ら
え
る
の
で
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
１

す
。

　

九
九
教
材
で
は
、
九
九

マ
ラ
ソ
ン
・
し
り
と
り
九

九
・
１
０
０
マ
ス
計
算
や

指
を
使
っ
て
の
か
け
算
方

法
。
魔
法
陣
の
作
り
方
な

ど
自
作
の
資
料
を
基
に
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
２
講
座
は
、
数
を
楽

し
む
（
雑
学
と
し
て
）

　

数
は
人
び
と
の
生
活
に

れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
は
る
ば
る
小
田
原
よ

り
講
演
に
来
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

第
１
講
座
は
、「
九
九

の
話
﹂
と
﹁
九
九
教
材
」

　

九
九
は
奈
良
時
代
に
中

国
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た

日
本
の
宝
。
奈
良
時
代
に

は
「
言
葉
」「
呪
符
」
に

も
使
わ
れ
て
い
た
そ
う
で

珠
の
た
よ
り

“
地
域
発
”
そ
ろ
ば
ん
ニ
ュ
ー
ス

茨

城

茨

城

群

馬

群

馬

鹿
児
島

鹿
児
島

珠算指導者講習会

「九九の話」と「九九教材」
数を楽しむ（雑学として）

全珠連検定試験
十段位合格者

第407回
（令和4年1月30日実施）敬称略

〈 珠　算　９名 〉

小６
（12）

三
重
県

小お

川が
わ

　
詩う

た

巴は 中２
（14）

愛
知
県

三み

上か
み

　
明あ

さ

葵き 中３
（15）

静
岡
県

西に
し

崎ざ
き

未み

佳か

捺な

小６
（12）

香
川
県

中な
か

川が
わ

　
了の

り

今と
き 高２

（17）

広
島
県

横よ
こ

山や
ま

　
粋す

い

奈な 中２
（14）

大
阪
府

信の
ぶ

原は
ら

　
真ま

尋ひ
ろ

小６
（12）

沖
縄
県

照て
る

屋や

　
圭け

い

右す
け 小６

（12）

福
岡
県

田た

中な
か

　
藤と

子こ

小６
（12）

道
央宮み

や

岸ぎ
し

　
宏こ

う

輔す
け

中１
（13）

大
阪
府

髙た
か

見み

　
友ゆ

梨り 小４
（10）

愛
知
県

清し

水み
ず

　
花か

穂ほ 中１
（13）

東
京
都

本ほ
ん

田だ

　
凱か

い

聖せ
い

（20）

青
森
県

栁や
な
ぎ

田た

　
裕ひ

ろ

斗と 小１
（7）

道
央若わ

か

松ま
つ

　
咲さ

菜な 小６
（12）

道
央薮や

ぶ

中な
か

　
彩さ

良ら

中１
（13）

広
島
県

石い
し

中な
か

　
海み

羽わ 小６
（12）

兵
庫
県

増ま
す

野の

　
碧あ

お

依い 小６
（12）

大
阪
府

河か
わ

村む
ら

　
嘉よ

し

輝き

中１
（13）

鹿
児
島
県

森も
り

　
　
耀よ

う

子こ 小６
（11）

福
岡
県

峯み
ね

　
圭け

い

太た

朗ろ
う 小６

（12）

福
岡
県

山や
ま

田だ

　
涼り

ょ
う

介す
け

〈 暗　算　16名 〉

全珠連ホームページで
合格者の声を掲載中
そろばんのチカラ

東
京
都

太お
お

田た

　
瑛え

恋れ
ん

高１
（16）

福
岡
県

川か
わ

波な
み

　
結ゆ

愛あ

小４
（10）

〈
演
題
〉

第
64
回茨城

県
珠
算
競
技
大
会

ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業

埼
玉
県

関せ
き

口ぐ
ち

　
喜ゆ

き

な
小４

（10）

年長
（6歳９ヶ月）

東
京
都

黒く
ろ

岩い
わ

　
乃の

瑛え

最
年
少
合
格

園児から高３まで100名 オンライン参加

九
九
で
楽
し
む
教
材

及
川
正
巳
氏
が
講
義

そろばん授業で児童数や教師の年齢を計算



第 653 号（第三種郵便物認可）全 国 珠 算 新 聞令和 ４ 年 ５ 月 １ 日（日曜日） （ ６ ）

　

３
月
６
日
、
第
67
回
そ

ろ
ば
ん
優
秀
生
徒
表
彰
式

典
が
、
水
都
・
大
阪
の
象

徴
で
も
あ
る
国
指
定
重
要

簿
の
主
流
で
あ
っ
た
。
こ

の
頃
、
欧
州
か
ら
算
用
数

字
が
導
入
さ
れ
、
帳
簿
は

横
書
き
で
あ
り
、
計
算
の

中
心
が
筆
算
で
あ
っ
た
。

　

帳
簿
に
詳
し
い
英
国

人
・
シ
ャ
ン
ド
に
作
り
方

の
指
南
を
お
願
い
し
た
。

シ
ャ
ン
ド
は
行
員
の
机
上

に
あ
る
そ
ろ
ば
ん
を
見
て

驚
き
、
そ
ろ
ば
ん
を
片
付

け
る
よ
う
命
じ
た
。
こ
の

と
き
、
栄
一
は
計
算
用
具

と
し
て
の
そ
ろ
ば
ん
の
重

文
化
財
「
大
阪
市
中
央
公

会
堂
」
に
お
い
て
挙
行
さ

れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
時
間
短
縮
を
図
り
、

来
館
者
数
を
半
数
に
制
限

し
、
受
賞
者
お
よ
び
保
護

要
性
を
説
い
た
。し
か
し
、

納
得
し
な
い
シ
ャ
ン
ド
に

対
し
、
筆
算
と
そ
ろ
ば
ん

と
の
対
決
を
申
し
出
た
。

筆
算
の
英
国
人
・
シ
ャ
ン

ド
と
そ
ろ
ば
ん
の
日
本

人
・
佐
々
木
勇
之
助
と
の

対
決
で
あ
る
。
結
果
は
、

そ
ろ
ば
ん
を
使
用
し
た

佐
々
木
勇
之
助
の
勝
利
で

あ
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
青
天
を
衝
け
」
を

通
じ
て
、
エ
ン
タ
ー
テ
ー

メ
ン
ト
の
側
面
は
あ
る
と

者
に
マ
ス
ク
着
用
・
検

温
・
手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
・
健
康
観
察
表
の
提

出
な
ど
、
徹
底
し
た
感
染

症
対
策
の
も
と
３
年
ぶ
り

の
会
場
で
の
開
催
と
な
っ

た
。

し
て
も
楽
し
く
鑑
賞
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
上
記
の

と
お
り
明
治
６
年
（
１
８

７
３
）
の
シ
ャ
ン
ド
と
佐

々
木
の
試
合
は
、「
日
英

計
算
試
合
」
と
い
え
る
も

の
だ
ろ
う
。
な
お
、
佐
々

木
勇
之
助
は
第
一
銀
行

（
明
治
29
年
名
称
変
更
）

の
第
二
代
頭
取
に
な
っ
て

い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
そ

ろ
ば
ん
を
使
用
し
た
国
際

試
合
と
し
て
は
最
初
の
も

の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

（
日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館

学
芸
員　

太
田　

敏
幸
）

　

本
部
表
彰
１
９
３
名
、

支
部
表
彰
89
名
、
特
別
表

彰
５
名
が
一
人
ず
つ
壇
上

で
、
櫻
井
行
雄
支
部
長
よ

り
「
お
め
で
と
う
」
の
言

葉
と
と
も
に
表
彰
状
・
メ

ダ
ル
・
盾
を
授
与
さ
れ
、

笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
式
典
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
受
賞

者
全
員
が
後
方
に
向
か
い

姿
勢
を
正
す
と
、
保
護
者

か
ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら

れ
、
喜
び
を
分
か
ち
合
っ

た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、

そ
ろ
ば
ん
の
歴
史
や
、
全

国
珠
算
教
育
連
盟
の
活
動

内
容
な
ど
が
上
映
さ
れ
る

と
、
館
内
は
静
寂
を
取
り

戻
し
た
が
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ

暗
算
・
抽
選
会
が
行
わ
れ

る
と
、
会
場
は
一
転
し
歓

声
に
包
ま
れ
、
熱
気
が
冷

め
や
ら
ぬ
中
、
表
彰
式
典

は
終
了
し
た
。

※本頁は教場等でご活用ください。

大

阪

大

阪

日
英
計
算
試
合

答えは連盟HPの「新着情報（ニュース）」
を見てね！（5月中旬公開予定）

そろばんのチカラ 検　索

12回目のテーマは
『遊園地』
まちがいが10コあるよ！

　

令
和
３
年
12
月
26
日
に

最
終
回
が
放
送
さ
れ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天

を
衝
け
」。
こ
の
ド
ラ
マ

の
第
32
回
「
栄
一
、
銀
行

を
作
る
」
に
お
い
て
、
英

国
人
と
日
本
人
の
「
計
算

試
合
」
が
放
映
さ
れ
た
。

　

渋
沢
栄
一
は
第
一
国
立

銀
行
を
作
り
、
帳
簿
作
成

の
作
業
に
及
ん
だ
。当
時
、

日
本
は
「
大
福
帳
」
が
帳

春
の
表
彰
お
め
で
と
う

春
の
表
彰
お
め
で
と
う

第
67
回
そ
ろ
ば
ん
優
秀
生
徒
表
彰
式
典

「大阪市中央公会堂」に集まった受賞者287名

徹底した感染症対策のもと３年ぶりの開催


